
1 

１．経営指標等の推移 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   
 
２．売上高推移 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
 
３．第42期 セグメント別売上高の状況  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
 
４．業績等の推移・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
 
５．貸借対照表（2013年3月31日現在)  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
 
６．損益計算書（自 2012年4月1日  至 2013年3月31日)  ・・・・・・・・・ 
 
７．WEB・製品紹介・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
     NIC Direct（WEBサイト エヌアイシ ダイレクト） 
     新商品 【安全柵 AG series】 
     事業案内資料 
８．事業拠点・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
 
 
 

 
 
 
 
 
   

Ｐ 2 
 

Ｐ 3 
 

Ｐ 4 
 

Ｐ 5 
 

Ｐ 7 
 

Ｐ 9 
 

Ｐ11 
 
 
 

Ｐ15 
 

 
 

 

第42期定時株主総会 参考資料 

2013年6月22日 
 
     

証券コード：5742 



１．経営指標等の推移 

回      次 第38期 第39期 第40期 第41期 第42期 

決 算 年 月 2009年3月 2010年3月 2011年3月 2012年3月 2013年3月 

売 上 高 （千円） 5,735,657 2,556,589 4,992,882 5,968,462 5,363,510  

経 常 利 益 （千円） 265,456 △150,895 94,065 274,775 200,352 

当 期 純 利 益 （千円） 164,394 △74,007 46,958 152,861 120,566 

持 分 法 を 適 用 し た 場 合 の 投 資 利 益 （千円） ― ― ― ― ― 

資 本 金 （千円） 156,100 156,100 156,100 156,100 156,100 

発 行 済 株 式 総 数 （株） 55,000 55,000 55,000 55,000 55,000 

純 資 産 額 （千円） 2,938,177 2,843,160 2,886,368 3,002,912 3,041,855 

総 資 産 額 （千円） 3,973,451 3,535,054 5,495,341 4,976,456 5,242,130 

1 株 当 た り 純 資 産 額 （円） 539.22 521.78 529.71 551.10 558.25 

1株当たり配当額（内、1株当たり中間配当額） （円） 1,000（-） 700（-） 800（-） 1,200（-） 900（-） 

1 株 当 た り 当 期 純 利 益 （円） 30.17 △13.58 8.61 28.05 22.12 

潜 在 株 式 調 整 後 1 株 当 た り 当 期 純 利 益 （円） ― ― ― ― ― 

自 己 資 本 比 率 （％） 73.9 80.4 52.5 60.3 58.0 

自 己 資 本 利 益 率 （％） 5.7 △2.6 1.6 5.2 4.0 

株 価 収 益 率 （％） 6.2 ― 21.8 12.0 12.5 

配 当 性 向 （％） 33.1 ― 92.8 42.8 40.7 

営 業 活 動 に よ る キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー （千円） △492,964 234,777 △190,088 875,657 △253,458 

投 資 活 動 に よ る キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー （千円） △46,062 △39,679 △60,679 △57,805 △67,867 

財 務 活 動 に よ る キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー （千円） △74,220 △54,241 △37,933 △43,419 △65,078 

現 金 及 び 現 金 同 等 物 の 期 末 残 高 （千円） 432,730 573,586 284,885 1,059,305 672,900 

従 業 員 数 （ 外 、 平 均 臨 時 雇 用 者 数 ） （名） 149（23） 137（8） 140（15） 141（17） 151（14） 

１．当社は連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移については記載しておりません。 
２．売上高には、消費税等は含まれておりません。 
３．持分法を適用した場合の投資利益につきましては、関連会社がないため記載を省略しております。 
４．2013年４月１日付で普通株式１株につき普通株式100株の割合で株式分割を行っております。第38期の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり純資産額及び１株当たり当期純利益を算定しております。 
５．第41期の１株当たり配当額1,200円には、創業85周年記念配当300円を含んでおります。 
６．第38期及び第40期から第42期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益につきましては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 
７．第39期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益につきましては、１株当たり当期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 
８．従業員数欄の〔外書〕は、臨時従業員の年間平均雇用人員(１日８時間換算)であります。 

（注） 
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３．第42期 セグメント別売上高の状況 

アルファ 
 フレーム部門 

アルファフレーム部門におきましては、アルファフレームシステムの拡販ツールである「カクチャTM」  
及び「マーキングシステムTM」を活用し、アルミニウム製構造材の付加価値を高めることで、競合
他社と差別化を図った提案営業を継続的に展開いたしました。 
その結果、当社がこのような高付加価値販売に注力してきたお客様からの引合いが増加し、 
当部門の売上高は伸長いたしました。 
また、平成24年４月に法人のみならず個人のお客様でも購入が容易なインターネット販売サイト
（名称：ＮＩＣ Ｄｉｒｅｃｔ）を立ち上げ、様々なお客様から引合いをいただいております。 
この結果、当部門の売上高は1,639百万円（前期比26.2％増）となりました。 

装置部門 装置部門におきましては、当社の技術力を活かした質の高いＦＡ装置の提案活動を推進いたし
ました。その結果、海外拠点での生産強化を図る自動車部品製造関連企業向けのＦＡ装置等
の売上高が堅調に推移いたしました。特に、継続的な受注を確保してきた自動車部品向け洗浄
装置は、当部門の一つの柱に成長しました。しかしながら、ＦＰＤ業界の不振から、クリーンブー
ス等の構造物の売上高は低調な結果となりました。 
また、前事業年度には大型機械設備案件の売上高が伸長しましたが、当事業年度では当該 
設備案件の規模縮小等により、売上高は前事業年度を下回りました。 
この結果、当部門の売上高は2,458百万円（前期比32.8％減）となりました。 

商事部門 商事部門におきましては、工業用砥石、油脂類、工具・ツール等の消耗品の売上高が、
当事業年度の下半期では伸び悩む状況となりました。しかしながら、機械部品、自動車
部品製造関連企業より、生産機械設備の受注を継続的に確保したことによって売上高は
伸長いたしました。 
この結果、当部門の売上高は1,265百万円（前期比24.9％増）となりました。 4 
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４．業績等の推移 ① 
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財政状態の
分析 

 当事業年度末の総資産は、前事業年度末と比べ265百万
円増加し、5,242百万円となり、負債合計は、前事業年度末
と比べ226百万円増加し、2,200百万円となりました。正味 
運転資本（流動資産から流動負債を控除した金額）は1,546
百万円であり、流動比率は176.7％であります。 
なお、当事業年度末の純資産合計は、前事業年度末と比べ
38百万円増加し、3,041百万円となりました。自己資本比率
は58.0％となっております。 

  業績等の推移 ② 

8.61 

（注）平成25年４月１日付で普通株式１株につき普通株式100株の割合で株式分割を行っております。 
   第38期の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり純資産額及び１株当たり当期純利益を算定しております。 
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科 目 金 額 科 目 金 額 

資 産 の 部 負 債 の 部 

流 動 資 産 
現 金 及 び 預 金 
受 取 手 形 
売 掛 金 
商 品 及 び 製 品 
仕 掛 品 
原 材 料 及 び 貯 蔵 品 
前 払 費 用 
繰 延 税 金 資 産 
そ の 他 
貸 倒 引 当 金 

固 定 資 産 
有形固定資産 

建 物 
構 築 物 
機 械 及 び 装 置 
車 両 運 搬 具 
工 具 器 具 及 び 備 品 
土 地 
リ ー ス 資 産 

無形固定資産 
ソ フ ト ウ エ ア 
そ の 他 

投資その他の資産 
投 資 有 価 証 券 
出 資 金 
繰 延 税 金 資 産 
保 険 積 立 金 
会 員 権 
そ の 他 
貸 倒 引 当 金 

3,561,623 
672,900 
590,107 

1,698,389 
141,666 
147,161 
249,296 

3,289 
40,860 
18,174 
△ 221 

1,680,507 
1,157,278 

527,630 
6,240 

39,439 
402 

72,171 
456,904 
54,489 
10,828 
8,881 
1,947 

512,400 
184,474 

3,370 
24,169 

282,468 
1,800 

17,768 
△ 1,650 

流 動 負 債 
支 払 手 形 
買 掛 金 
リ ー ス 債 務 
未 払 金 
未 払 法 人 税 等 
未 払 費 用 
預 り 金 
製 品 保 証 引 当 金 
賞 与 引 当 金 
そ の 他 

固 定 負 債 
リ ー ス 債 務 
退 職 給 付 引 当 金 
資 産 除 去 債 務 

2,015,072 
944,155 
916,974 
14,691 
43,499 
14,002 
24,489 
11,414 
2,839 

42,894 
112 

185,202 
42,106 

141,632 
1,463 

負 債 合 計 2,200,274 

純 資 産 の 部 

株 主 資 本  
資 本 金  
資 本 剰 余 金  

資 本 準 備 金 
利 益 剰 余 金  

利 益 準 備 金 
そ の 他 利 益 剰 余 金 
  別 途 積 立 金 
  繰 越 利 益 剰 余 金 

自 己 株 式  
評価・換算差額等 

その他有価証券評価差額金 

2,993,199 
156,100 
146,100 
146,100 

2,725,410 
8,750 

2,716,660 
1,430,000 
1,286,660 
△34,410  

48,656 
48,656 

純 資 産 合 計 3,041,855 

      資      産      合      計     5,242,130 負債及び純資産合計 5,242,130 

５．貸借対照表 ① （2013年3月31日現在） 
（単位：千円） 
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  貸借対照表 ② （2013年3月31日現在） 

流 動 資 産  当事業年度末における流動資産の残高は、前事業年度末と比べ287百万円増加し、3,561
百万円となりました。これは主に、当第４四半期に集中した機械設備案件の売上により、売掛
金が676百万円増加した一方で、現金及び預金が390百万円減少したことなどによります。 
 

固 定 資 産  当事業年度末における固定資産の残高は、前事業年度末と比べ21百万円減少し、1,680
百万円となりました。これは主に、有形固定資産及び無形固定資産の減価償却による減少82
百万円があった一方で、有形固定資産及び無形固定資産の取得による増加43百万円、及び
保険積立金の増加23百万円があったことなどによります。 
 

流 動 負 債  当事業年度末における流動負債の残高は、前事業年度末と比べ233百万円増加し、2,015
百万円となりました。これは主に、当第４四半期に集中した機械設備案件売上の仕入増加に
より、買掛金が578百万円増加した一方で支払手形が150百万円減少したこと、また、未払
法人税等が98百万円、未払消費税等が61百万円、それぞれ減少したことなどによります。 
 

固 定 負 債  当事業年度末における固定負債の残高は、前事業年度末と比べ6百万円減少し、185百万
円となりました。これは主に、リース債務が15百万円減少した一方で、退職給付引当金が8百
万円増加したことなどによります。 
 

純 資 産  当事業年度末における純資産は、前事業年度末と比べ38百万円増加し、3,041百万円と
なりました。これは主に、当期純利益の計上等により利益剰余金が55百万円増加したことと、
保有株式の時価下落に伴い、その他有価証券評価差額金が16百万円減少したことによりま
す。 
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科      目 金      額 

売 上 高 5,363,510 

売 上 原 価 4,338,646 

売 上 総 利 益 1,024,864 

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 831,908 

営 業 利 益 192,955 

営 業 外 収 益  

受 取 利 息 210 

受 取 配 当 金 3,500 

仕 入 割 引 2,288 

そ の 他 1,442 7,441 

営 業 外 費 用  

売 上 割 引 44 44 

経 常 利 益 200,352 

税 引 前 当 期 純 利 益 200,352 

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 73,141 

法 人 税 等 調 整 額 6,644 79,786 

当 期 純 利 益 120,566 

６．損益計算書 ① （自 2012年4月1日    至 2013年3月31日） 

（単位：千円） 
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  損益計算書 ② （自 2012年4月1日    至 2013年3月31日） 

売 上 高 アルファフレーム部門におきましては、アルファフレームシステムの拡販ツールである 「カクチャTM」 
及び「マーキングシステムTM」を活用し、アルミニウム製構造材の付加価値を高めることで、競合   
他社と差別化を図った提案営業を継続的に展開いたしました。その結果、当社がこのような高付加
価値販売に注力してきた顧客からの引合いが増加し、当部門の売上高は伸長いたしました。 
 装置部門においては、海外拠点での生産強化を図る自動車部品製造関連企業向けの洗浄装置を
中心としたＦＡ装置等の売上高が堅調に推移いたしました。しかし、前事業年度にあった大型機械
設備案件の売上高が当事業年度では規模縮小となったため、売上高は前事業年度を下回りました。 
 商事部門においては、工業用砥石、油脂類、工具・ツール等の消耗品の売上高が伸び悩む状況と
なったものの、機械部品、自動車部品製造関連企業より、生産機械設備の受注を継続的に確保し
たことによって売上高は伸長いたしました。 
 これらの結果、売上高は5,363百万円（前期比10.1％減）となりました。 
 

売上総利益 
 

当事業年度は、装置部門における大型機械設備案件の売上高の減少により、製造コスト削減を  
推進したものの、売上総利益は1,024百万円（前期比9.3％減）となりました。 
 

販売費及び 
  一般管理費 

販売費及び一般管理費につきましては、継続的にコスト削減の徹底を行いつつ、効果的な販促活動
を推進した結果、831百万円（前期比3.5％減）となりました。 
 

営業利益 
経常利益 
当期純利益 

当事業年度の業績は、装置部門における大型機械設備案件の売上高の減少により、営業利益が
192百万円（前期比28.1％減）、経常利益が200百万円（前期比27.1％減）、当期純利益が120 
百万円（前期比21.1％減）となりました。 
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2012年4月 メーカー直販ＷＥＢサイト  

URL http://ｗｗｗ.nic-direct.ｊｐ/ 
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 事 業 拠 点 

東京本社  
  〒135-0063 
  東京都 
 江東区有明3-7-26 
  有明フロンティアビルB棟11階 
  ☎ 03-5530-8060 

ｱﾙﾌｧﾌﾚｰﾑ東海  
 〒448-0801 
 愛知県 
 刈谷市板倉町1-6-6-102 
 ☎ 0566-45-6802 

富山本社 
 〒930-0034 
  富山県 
 富山市清水元町7-8 
 ☎ 076-425-0738 

立山工場 
  〒930-0272 
  富山県 
 中新川郡 
 立山町塚越398-176 

流杉工場  
  〒939-8032 
  富山県富山市流杉255 
  ☎ 076-422-2578 

ｱﾙﾌｧﾌﾚｰﾑ九州 
  〒837-0907 
  福岡県 
 大牟田市四箇新町1-2 
  ☎ 0944-41-7707 

ｱﾙﾌｧﾌﾚｰﾑ関西 
 〒578-0965 
  大阪府 
 東大阪市本庄西2-4-29 
 ☎ 06-6747-2212 
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TEL：03-5530-8066 
TEL：076-425-0738 
TEL：076-422-2578 
TEL：076-463-5578 
TEL：0566-45-6802 
TEL：06-6747-2212 
TEL：0944-41-7707 

□東京本社      / 〒135-0063  東京都江東区有明3-7-26有明フロンティアビルB棟 
□富山本社      / 〒930-0034  富山県富山市清水元町7-8 
□流杉工場      / 〒939-8032  富山県富山市流杉255 
□立山工場      / 〒930-0272  富山県中新川郡立山町塚越398-176 
□ｱﾙﾌｧﾌﾚｰﾑ東海 / 〒448-0801  愛知県刈谷市板倉町1-6-6-102 
□ｱﾙﾌｧﾌﾚｰﾑ関西 / 〒578-0965  大阪府東大阪市本庄西2-4-29 
□ｱﾙﾌｧﾌﾚｰﾑ九州 / 〒837-0907  福岡県大牟田市四箇新町1-2 

 ★ご注意 著作権 © 2010 NIC AUTOTEC,INC． 
 WARNING：All Rights Reserved . Unauthorized duplication is a violation of applicable laws. 
 本資料を権利者の許諾なく無断複製、改変、頒布、翻訳などに使用することは、著作権上、禁じられています。 
 産業財産権 2010 NIC AUTOTEC,INC．ALFA CLEAN BOOTH & SYSTEM , 
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■ 本資料を作成するに当たっては正確性を期すために慎重に行っておりますが、 

  完全性を保証するものではありません。本資料中の情報によって生じた障害や 

  損害については、当社は一切責任を負いません。 

■ 本資料中の業績予想並びに記載された内容は、本資料作成日現在において 
  一般的に認識されている経済・社会等の情勢および当社が合理的と判断した 
  一定の前提に基づいて作成されておりますが、経営環境の変化等の事由により、 
  予告なしに変更される可能性があります。 

■ 本資料に対するお問合せは、以下の管理グループにてお願い申し上げます。 
   ＜エヌアイシ・オートテック株式会社 管理部管理グループ＞ 
    TEL：076-425-0738     FAX：076-422-2712 
    Mail: ir@nic-inc.co.jp   URL：http://www.nic-inc.co.jp/ 
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